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新生美術館基本設計について 

 

現在、整備を進めている新生美術館（県立近代美術館の改修・増築工事をはじめとした再整備計画）

について、平成 27 年 3月、（有）ＳＡＮＡＡ事務所と設計業務委託契約を締結し、設計業務を進めて

おり、このたび、平成 28 年 5 月に基本設計をとりまとめました。 

 

１ 基本的な考え方 

○ 新生美術館基本計画（平成 25年 12 月策定）に沿って、「神と仏の美」、「近代・現代美術」、    

「アール・ブリュット」を柱とし、 

① 指定文化財が保管・展示できる文化庁の公開承認施設として承認されること 

② 新たな時代にふさわしい、魅力的な場にすること 

③ 「開かれた美術館」として多くの県民や地域とつながること 

を、設計にあたっての基本的な考え方とすること。 

○ さらに、公募型プロポーザルで設計者が提案した、分棟型の回遊式庭園美術館のコンセプトを

踏まえること。 

○ その上で、予定工事費は美術館既存館改修と増築 47 億円、公園改修５億円でとりまとめた。 

 

２ 基本設計の内容 

  （詳細は別添資料参照） 

  ① 琵琶湖文化館の機能を継承して、仏教美術等の保存・展示に必要な整備を行う 

・  「神と仏の美」をテーマとした常設展示を行う「展示室１」の整備 

・  仏教美術等の大型作品に対応するガラスケースを備えた「展示室７」を新設 

・  仏教美術等を保管する「収蔵庫５」の新設 

・  全ての展示室・収蔵庫に不活性ガス消火設備を整備 

  ② 美術館のコレクションを活かすとともに、新しい展示手法に対応するために展示室を充実する 

・ 館のコレクションを代表する小倉遊亀作品の常設展示を行う「展示室２」の整備 

・ 新たに収集を行うアール・ブリュットの魅力を伝える常設展示を行う「展示室３」の整備 

・ コレクション展示の充実や企画展の大規模化等に対応した「展示室５」の新設 

・ 芸術表現の新たな潮流や多様化に対応した天井高の高い「展示室６」の新設 

  ③ 多くの県民が美術館での体験や活動を一層楽しめる機能を充実する 

・ 子どもが美術の魅力に出会える「キッズスペース」の新設 

・ 公園の風景とともに食事を楽しめる「レストラン」の新設 

・ 利用者・作家が創作活動を行う「創作室」や「エントランス広場」の整備 

・ 県民・利用者が交流・活動できる「協働室」や「情報交流室」の整備 

・ 県民・団体の創作活動の発表の場として、「ギャラリー」を充実 
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  ④ 美術館と一体的に公園の整備も行い、アクセスの利便性を向上する 

・ 池側（北側）にもエントランスを新設し、バス停や北・西駐車場方面からのアクセスを改善 

・ 北駐車場横にバスロータリーを設け、バス乗降場を設置 

・ 駐車場の改善（西駐車場収容台数増加、北駐車場と西駐車場を結ぶ連絡通路（車道）の新設） 

・ 園路（歩道）のバリアフリー化 

 

３ 今後のスケジュール（予定）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  

時  期 項  目 

平成 28 年 6 月 建築実施設計着手 

平成 29 年 1 月 建築実施設計完了 

平成 29 年 4 月 県立近代美術館休館 

平成 29年 10 月 建築工事着工 

平成 31年 11 月 建築工事完了 

平成 32 年 3 月 新生美術館開館 












